
 大阪公立大学森之宮キャンパス

建築物概要

所在地 大阪市城東区森之宮 丁目 新築・改修の別 新築

建築主 公立大学法人大阪

用途 大学 自然エネルギーの利用 自然換気、自然採光、太陽光発電※

竣工年月日 年 月 日 設計者 基本 株式会社日本設計

実施

建築・設備 株式会社安井建築

設計事務所

構造 株式会社竹中工務店

建築面積 ． ｍ２

延床面積 ． ｍ２

構造 鉄骨造

階数 地上 階

施工者 株式会社竹中工務店

省エネのコンセプト

本建物では以下をコンセプトとして省エネ化を行った。

・デザインと環境性能の両立

・地域独自の未利用エネルギーの利用

・大学施設の使い方、特徴に合ったシステムの導入

・運用面での容易な管理と更なる省エネ

環境負荷を低減する省エネ技術

大阪公立大学森之宮キャンパス

省エネにより

％削減！

従来の建物で

必要なエネルギー

省エネで

％へらす

※太陽光発電は少量のため計算には不算入

の実現に寄与した技術・ポイント

コモレビスクリーンとエコスキン

■日射負荷低減（建築・建具）
▶西面には ※パネルを前後

列に配置したコモレビスクリ

ーンを設け、約 の日射遮

蔽を行うとともに、大阪城へ

の視線の抜けを両立した。

※ ：押出成形セメント板

▶南・東・北面にはバルコニーと

有孔折板で外皮を包んだエコ

スキンを設け、日射負荷低減

を行った。

スパイラルボイド

■自然エネルギー利用（換気、照明）
▶中庭を取り巻くようにつながる階段（スパイラルボイド）は、中間期の

自然換気の経路として活用。

▶教室や講義室では窓からの自然光を導入し、明るさセンサーによる

自動調光を行い、照明エネルギーを削減した。

下水処理水熱利用

■下水処理水熱を活用した空調熱源（空調）
▶年間を通して温度が安定している下水処理水を水熱源ヒートポンプ

エアコンの熱源水として利用した。

▶空冷式の空調方式に比べ、約 の省エネルギー効果がある。

▶年間を通して未利用エネルギーを有効に活用。

空気式床放射冷暖房システム

■空気式床放射冷暖房システム（空調）

▶アリーナの床下にフィルムダクトを敷

設し、送風した空気で床面を冷やし

・暖める空気式床放射冷暖房システム

を採用。

▶大空間であるアリーナの居住域部分を

効率良く空調を行うことで、効率的かつ

快適な空間を創造した。

照明制御を導入した廊下

■照明制御システム（照明）

▶廊下などの共用部の照明は、点灯区分の回路分けを行い、タイムス

ケジュールによる 制御と人感センサーによる点滅制御を

組み合わせ、間引き点灯を可能とした。
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一次エネルギー計算結果

一次エネルギー消費量（ ／㎡年）

空調 換気 照明 給湯 昇降機 創エネ 合計 合計（創エ

ネ含まず）

設計値 ０

基準値 ０ ０

００

設備概要

断熱・建具等 外壁断熱：吹付硬質ウレタンフォーム 種１ （ｔ ㎜）

ガラス（遮熱型）＋ブラインド＋庇 ルーバー

空調 中央熱源：空気熱源モジュールチラー

個別熱源：水熱源パッケージエアコン（下水処理水熱利用）

空気熱源パッケージエアコン

制御：変風量制御、変流量制御、室内温度制御、 濃度制御

換気 全熱交換器（自動換気切替機能付）

厨房用給排気ファンのインバーター化

照明 光源： 照明

制御：在室検知制御、明るさ検知制御、タイマースケジュール制御、初期照度補正

給湯 潜熱回収型ガス給湯器、自動給湯栓、保温仕様

昇降機 制御方式※

創エネ 太陽光発電設備（ ）（少量のため計算には不算入）
※ 制御方式：昇降機のインバーター制御方式（可変電圧可変周波数制御方式）

建築主 設計者の声

■ 化した理由（建築主・設計者）

公立大学法人大阪は、 年カーボンニュートラルを目指し、エネルギーの効率的な利用を促進し

ています。その一環として、 化を行いました。

■コスト面のメリット（光熱費など）（設計者）

各種省エネの導入により、電力使用量の削減を図っています。また、下水処理水は雑用水とし 洗

浄水としても使用しており、水道使用量の削減にも寄与しています。

■社員からの反応（職場環境、居心地など）（建築主）

省エネを行いながら、快適な環境を実現しており、学生ラウンジ・ライブラリー等多くの学生に利用さ

れています。

■企業としての付加価値（企業としての環境配慮へのアピールなど）（建築主）

都市部に位置しながら高い省エネルギー性能を実現し、緑豊かな地域との連携に取り組むなど、環境

に配慮した学術拠点となっています。

■ 化で苦労した点（設計者）

教室・研究室・ライブラリー等の運用時間の異なる多数の室が共存する建物で、それぞれの特性に合

わせた省エネを図ることに苦労しました。

基準値

設計値

空調 換気 照明 給湯 昇降機 創エネ

創エネを考慮しない

創エネを考慮する

一次エネルギー消費量（ ／㎡年）

※一次エネルギー消費量は四捨五入による整数表記とし、 は小数点第３位以下を切り上げ表記とする。

建築物概要

所在地 大阪市天王寺区上本町 丁目 階数 地上 階、地下１階

建築主 大阪信用金庫 新築・改修の別 新築

用途 事務所 （設計時認証）

竣工年月日 年 月 日 設計者 株式会社大林組

建築面積 ｍ２ 施工者 株式会社大林組

延床面積 ｍ２

構造 鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリート

造・鉄筋コンクリート造

環境負荷を低減する省エネ技術

大阪信用金庫本店

省エネにより

％削減！

従来の建物で

必要なエネルギー

省エネで

％へらす


